
 

＜「不便さを受け入れようという心構え」   ・・・地球環境を守るために ＞ 

 現代はとても便利な時代になりました。現代を生きているあなた達には今の便利さは「日常の普通の姿」で

あり、「不便さ」がどのようなものかを理解することは大変困難だと思います。参考までに館長の子供の時＝高

度成長に入る前のころの話をします。歯磨きや料理の水は井戸のポンプを押してくみあげていました。風呂は

五右衛門風呂で、薪や藁を窯の下で燃やして沸かしていました。夏のご飯は竹で編んだかごに入れてカビが生

えるのを防ぎ、魚は干物を食べることが普通でした。ときどき近くの新宮町の相島から氷で冷やした新鮮な魚

を売りに来てくれることもありました。建設現場では多くの仕事が人力でなされ、畑をスコップや鍬で耕す父

母に歩いてお弁当を持っていっていました。農産物の出荷も 5キロほど離れた福岡市東区香椎の市場まで夜を

徹して牛にひかれて出荷をしていました。今思い出すととても面白くて笑いだすことがあるくらいです。水道

や風呂はスイッチ一つで動き、誰でも車で移動することが出来ますし、工事現場や仕事現場は機械やコンピュ

ーターが手伝ってくれます。当時はＬＰ一枚を買うことやピアノを買うなどということはほんの一部の裕福な

人しかできませんでした。50年＝半世紀以上昔の事ですから当然と言えば当然なのですが。 

 しかしこの間に壊れたものがあります。大きく壊れたものです。それは野山であり、川であり、海なのです。

大きな言葉すぎるようですが、壊れたのは「地球環境」なのです。私たちの世代の人生は、すべてが便利な時

代になっていくことに感謝しながらも、それ以上に、長い間の自然環境や地球環境の破壊を見続ける人生でし

た。今でも、いつも 50年以上前の豊かな「福岡県の新宮町の里山の姿」を思い出します。できることなら今す

ぐにでも豊かな昔の里山に戻って、はだしで町中を走り回りたい気持ちです。それほど豊かで優しい世界であ

り、人間もみな優しく寛大でした。日本中が同じように優しく寛大だったと思います。 

 今はとても便利な時代です。しかしその便利さがもたらした今の時代の問題点をしっかりと把握して、「必要

なら不便さをも受け入れる」という気持ちで、便利さ以上に大切な事柄がたくさんあることを知って、生身の

人間にとって本当に住みやすい未来を築いてください。 

 ＮＯ. ２１  幸せになるための思考方法 

 

2017 年 夏 志 成 館 



 

＜「寛大な時代」   ・・・館長の中学時代の思い出 ＞ 

 昔はとても「寛大な時代」でした。自然環境も人の心も。もちろん人間には寛大でない人がいたことは今も

昔も変わりませんが。(笑)。志成館が出来て 30年以上経過しましたが、この間に忘れることなく子供たちに話

して聞かせた続けた話があります。どれだけの生徒が覚えてくれているかはわかりませんが、目的は「時代や

社会が寛大であり住みやすかった」と子供たちに伝えるためです。前回ＮＯ.２１の文章とつながっています。 

 ある時友達 3人が顔や手足に赤チン＝ヨードチンキをぬって登校してきました。担任の先生が「お前たちど

うしたの？」と質問すると、「学校の近くでバイクに 3人乗りしていたら、運転を誤り川に転落してけがをして

しまった」ということなのです。その時担任の因（「いん」という名前の先生で私が終生忘れることがない素晴

らしい先生でした。今の志成館の運営の哲学もこの先生の教えを参考にしているくらいですから）先生の対応

は、「まあ、バイクに乗りたい年頃だから気持ちはわかるけど、運転の免許も持っていないのだから注意するよ

うに」というだけのものでした。今ではさしずめ直ちに全校集会を開いて彼らも保護者もつるし上げられ、厳

しい批判を浴び、テレビにも出ることになるでしょう。しかし当時の担任の先生さらには多くの先生に寛大な

ところがありました。ここで更に理解してほしいのは、当時はインフラ・ストラクチャー(道や橋の構造)もと

っても「寛大」でした。もし同じ事故を現在起こしていたなら、コンクリートでできた川の構造から、転落し

た 3人とも骨折して入院したでしょう。しかし当時は川の土手も川の底も優しい柔らかい土や豊かな草に覆わ

れていたためにほとんどけがをしなかったのです。つまり人の心も人が住む生活環境もすべてが「人」に対し

てとても優しかったということです。いかがですか、とても良い時代であったということがわかっていただけ

ましたか。もちろん現代は不便も危険も増えましたし、無免許運転が当時も今も許されることはありませんが。 

 志成館の館長は、このような人の心も社会の構造も優しかった時代の価値を尊重して、塾を運営してきてい

ます。すべて「優しくて寛大な心を持った子供たちを育てるため」です。指導が生ぬるいとか、それでは競争

に勝てないとかの非難を受けてきています。しかし厳しい競争社会を生きている今の子供たちに求められてい

る事こそまさしくこのような「寛大な発想」ではないのでしょうか。 

2017 年 秋 志 成 館 

 ＮＯ. ２２  
幸せになるための思考方法 

 



 

 

 

〈 春の「年度替わり」という気持ちの切り替えのチャンス 〉 

日本では毎年 4 月に「年度が代わります」。新しい学年、新しい学校、就職、会社の転勤そして国や県の予算

なども新しくなる。すぐ後に来る正月も「新年であり」「年数が変わり」新しい気持ちになります。しかしこの時は

「数字が変わるお祭り」みたいな感じで、カレンダーや日記帳などが新しくなりますが、2月や 3月の受験や卒業な

どで気持ちを変える余裕もないことの方が多いでしょう。しかし「年度替わり」には現実に生活上の大きな変化が

起こります。そしてそこではいろいろな「気持ちの切り替え」が可能となります。 

４月に新しく小学生から中学生へ進学し、中学生から高校生になり、学年も同時に一つ上がり、クラス替え

などもあります。この時こそ「自分の人生や生活を見つめなおし、気持ちを切り替える絶好のチャンス」

なのです。日々の生活や学習が順調に進んでいるなら年度を意識することもないでしょう。しかし日々の生活

や友人との付き合いそして何よりも学習がうまく行っている人はそんなに多くはないと思います。そこでこの

時期に、具体的には３月３１日を境目に、「これからはしっかり勉強しよう」「ゲームを少なくしよう」「先生

や友人との関係を変えよう」などという気持ちの切り替えをするのです。ロシアの有名な諺（ことわざ）に「継

続は力なり」というものがあります。確かに物事を継続することは大切であり大きな価値があります。しかし

いろいろな悩みがある人は「すべてを清算して（＝すべての不都合なことをなかったこととして忘れて

しまって）気持ちを楽にして新しい気持ちで生活を始めるという発想も必要だと思いませんか。 

新しい年度にはつまらない過去は引きずらないことにしましょう。そうしないと長くて厳しい人生は乗り越

えられないよ。 

ＮＯ. ２３  
 
幸せになるための思考方法 

 

2017 年 春 志成館 

 



 

 

 

＜ この世に「頭が良い」人などいません ＞   
努力し結果点数が良くなるから「頭が良い」と言われているだけなのです  

 

あなたたちの周囲には「頭が良い人」と「頭が悪い人」がいると感じて生活している人が多いと思います。しか

しこのような区別は間違っています。というのは、よほどの病的な例外がない限り「すべての人間は生まれた時は

全く同じ能力を備えて生まれきているから」です。しかし生まれてから歳月が経過するうちに「いろいろなことを

考え学び覚え悩んできた人」と「学んだり覚えたり自分から進んで学ぼうとしなかった人」や「悲しいことに勉強

できるような環境がなかった人」との間に大きな差異がでてくるのです。 

まず３歳までの育て方がその後の人生に大きく影響します。よく「モンテッソーリ教育」という教育方針はこの

年齢に特に重点を置いた指導です。親しい友人たちがいくつかの保育園を福岡で営んでいるから書きました(笑)。

次に小学校までの育ち方が大きく影響します。そしてここまでの年齢までは育てる側の「親に責任」があっても、

子供たちに責任があるとは言えません。またどんなに大きな学力差があるように見えても、まだ真の学力差はそれ

ほど大きくはありません。学習塾の講師には簡単に見破れます。 

しかし中学生になるころから、自分で進んで勉強して勉強を大切にする人と、受け身で仕方なく勉強をしゲーム

や部活に熱心になりすぎて何も自分から進んで学習をしようとしない人との差はどんどん開き始めます。 

そこで中学生になるころを境にしての提案をします。スポーツ系の部活などをしながらも成績が良い人は、今ま

でどおりに 2 年間を過ごしてください。他方でこれまで本気に勉強してこなかった人はすぐに心を入れ替えて、す

ぐにしっかりと勉強を始めてください。そして小学生からの合計学習時間が「成績が良い人が幼稚園の時から勉強

してきた合計時間に追いつくまで」勉強するのです。それができて、点数などで追いついたら、自分も頭が良いこ

とに気が付きます。つまり「この世の中には努力家はいても生まれつき頭が良い人などいない」ことに気が付きま

す。伝えたいことは 

「今ならまだ成績の良い人の勉強量で追いつく時間があり、点数を上げて、頭が良いと言われるチャ

ンスがある年齢である」ということです。ということは・・・ 

ＮＯ. ２４  
 
幸せになるための思考方法 

 

2017 年 初夏 志成館 

 



 

 

 

〈 「自分」とは一体何だろう 〉   ・・・「個性を大切に」その①  

「自分」とは一体何だろう。どうして自分はほかの人、たとえばもっときれいな人や格好いい人、頭が良い

人やお金持ちの人ではないのだろうか。館長は高校生の時に、美男子である友人と自分の顔を比較して、真剣に
悩んだことがある。他方では貧しくて生きていくこともできない国や戦争が絶え間なく続いて家族や友人知人を亡

くしているような国に生まれなかったこと、人並みに体も丈夫に生まれたことにとても幸運であるとも感じていた。 

確実なことはこれまでの自然現象や歴史的事件そして自分まで営々と続く先祖からの遺伝そして何らかの偶然が

自分をつくったことである。これらのうち人間の過去の行為によって生まれた出来事、たとえば「家柄や身分や

国籍などの問題や貧富の差の問題」は、今後の人間の努力で変えることはできる。医学的病変も次々に乗り越

えられるかもしれない。いや正しく言うと、世界中のみんなの努力で「助け合い」そして「乗り越えねばなら

ない」のである。 

しかしそれでも個人個人に違いはある。この部分をどのように理解したらよいのだろうか。私はそれらすべてを

「個性」と解したらよいのではと感じている。現代の科学では「遺伝子組み換え人間」をつくって、誰が見ても
美男美女であり、体力もあり、頭脳も明晰な人間をつくることが可能となっている。しかしそのような人間になっ

て何が楽しいのだろうか。自分を含めて、そのような人間ばかりの世の中になったとしたら、一体楽しさや生きが

いはどこで見受けたらよいのだろうか。私はそんなつまらない時代は来るべきではないと考えている。「自分は他人

と違う」から面白いのであり、他人と違う苦しみを味わい、他人と違う努力をし、他人とは異なる考えや趣味

を持ち、他人には味わえない感動や楽しみを手に入れることができるから生きているのである。みんなが同じ
なら、そしてそれがたとえどんなに素晴らしい理想であると感じられることがあっても、「生きていく価値」が見つ

かることはないであろう。自分の人生を他人に任せても同じことなのだから。 

今の自分そしてこれからの自分に「誇り」を持って生きていくことである。 

他者にはない自分の個性を大切にして生きていくことである。 

ＮＯ. ２５  

 
幸せになるための思考方法 

 

2017 年 初夏 志成館 

 



 

 

＜ 「個性を磨き光らせよう」 ＞     ・・・「個性を大切に」その②  

「個性」とはその名前の通り、自分しか持っていないもの、ほかにはない自分そのものの事である。自分が人間

として生きていく心の支えとなるべきものである。 
しかしその「自分」は果たして立派な存在なのであろうか、人々に尊敬される部分を備えているのだろうか。

もしかしたら他の人に迷惑をかけたりして自分の存在が他者の不幸のもとになっていないだろうか不安になってく

る。そこで「自分を立派な存在に仕上げる過程」が必要となる。それは何だろうか。 

 人は親の責任で生まれてくる。「生まれたくもなかったのに」と思っている人も多いと思うし、そのことは悪い考

えでもないが、生まれてしまった以上はもう仕方がない(笑)。生まれ落ちたその後の人生のはじめのうちの育ち方

（＝個性の作り方）は両親などの保護者や家族に大きく依存する。子供のうちは、テレビやネットなどのメディア

や友人知人の影響も大きいが、親の在り方考え方が子供の個性に大きく影響することは間違いがない。人によって

は一生親の在り方や考え方に支配されて人生を終る場合もあると言ってもよい。しかしこれでは親の姿をそのまま

まねているだけであって、「君自身の人生を歩いている」とは言えない。つまり「君そのものの個性」だけとは言え

ないことになる。 

 そこで志成館では、個人差があるものの、基本的には「中学 1 年生までは自分の欠点は親の責任にしておいてよ

い」と指導している。「（もちろん自分の長所も親のおかげである場合が多い）」。しかし中学 2 年になるころから、

「自分の長所も短所も自分の責任である」と理解しなさいと指導している。親から学んだ長所を大切に、短所は自

分で乗り越えて、「自分磨き、自分を光らせる」「個性」をつくるように」と指導している。 

 自分を磨くために大切なことは「立派な人間に出会い」「広く有名な文学書や歴史的な名著と呼ばれる本を読

み」「幅広い分野の世界中の音楽を聴いて体をシェイクさせ」「名作とよばれる映画を見て行動の基準を学び」

「絵画や骨とう品に親しみ」「スポーツやダンスをし」「おいしいものを食べ」「美しい風景を眺める」ことで

す。日ごろの勉学で負けないように、なおかつ人間力で負けないように、志成館が理想とする煌めくような個

性を磨き「君の存在が人々に光を与えられるように」日々頑張りましょう。志成館のホームページは、そのこ

とを理解してもらうために、館長が心を込めて作っているのです(笑)。 

ＮＯ. ２６   
幸せになるための思考方法 

 

2017 年 初夏 志成館 

 



 

 

 

＜「愛」とは何だろう ＞        ・・・「愛情」その①「愛」とは 

「愛」と言うとあなたたちの多くが「男女関係の事」だと考えると思うはずです。しかし男女関係は正確には「恋」

という文字が適切だと言えるでしょう。英語の単語では「愛」は loveか affectionで、気持ちの強さで分けている

ようですが、日本語では affectionを「愛」と loveを「恋」を使い分けた方がわかりやすいように私は思っていま

す。高校での倫理学の影響や、神学や哲学で言う「アガペー」と「エロス」という区別の方がわかりやすいと考え

ているのです。そこで今日は広く「愛」＝affectionについての話をしたいと思います。 

「愛」とは人間にとって最も大切な感情であり、必然的に「自己犠牲」を伴う。だから「愛＝自己犠牲」という

ような心理学的な把握をしてもよいにではないかと私は考えています。「親子の愛」「友情」「動物や自然への愛」な

どは、自分が損することを平気で受け入れる気持ちがない限り実現不可能な感情であり行動形態です。これは人間

特有の感情で、人間の誇りであり、それがなくては生きる価値もないほど人間にとって大切な感情でしょう。 

確かに動物も自分の子供以外を可愛がり異なった動物をかわいがって育てるが、その多くは「自分の子という勘

違い」かまたは「種族を守るため」という衝動によるものであり、人間の持つ愛情とは異なると科学的には解され

ています。ですから全くの他者や他物、たとえば犬や猫などのペットや鯨やイルカや小鳥そして花や植物にまで真

の愛情を注げるのは人間しかいないと言えるでしょう。 

その人間は「家族」や「友人や隣人などの他者」から受けた愛情に比例して「愛情あふれる人間」に育っていき

ます。正確には「そうなるはずだ」と言えるでしょう。というのはそれが「愛」だと感じる気持ちを持たないで育

った人間や、「愛」だと教えてくれる人がいない環境で育った人もいるし、そもそもそのような「愛」に恵まれるこ

ともなかった悲しい人たちもいつの時代にもいるからです。 

君たちには人間にとって最も大切なものが「愛」であることをしっかりと理解してほしい。自分を犠牲にしても

他者や動物や植物を守ろうとする気持ほど尊いものはないと認識してほしい。釈迦もキリストもムハンマドも同じ

ことを唱えているのです。科学も人々の幸せを願って進歩したはずです。 

そうすれば世界中から醜い争いがなくなる日は必ずやってきます。 

ＮＯ. ２７  

 
幸せになるための思考方法 

 

2017 年 初夏 志成館 

 



 

 

＜ 「愛」とは何だろう ＞      ・・・「愛情」その②「恋」とは 

「愛」という感情が人間にとって最も大切な感情であることはＮＯ.２７で述べた。次にここでは「恋」＝love

という君たちの多くが興味を持っているであろう(笑)「男女関係の事」について話したいと思う。 

館長も多くの人と同じく「恋」の達人ではないし、これまでにもいろいろなことで悩んできた。あまりいい思い

出もないと言ってもいいのかもしれない。しかし中学時代から多くの小説を読み、たくさんの映画を見、多くの曲

で恋の歌を聞き歌ってきた。そこでこれらをまとめて箇条書きをしようと思う。参考になることを願って。 

❶多くの小説や映画や楽曲が「恋」について語っている。百人一首も 40首以上が恋の歌であることは知っている

と思う。だから確実に言えることは「恋」は君たちの人生を豊かにし苦しめ生命をも左右する「一大事」であ

ると考え、すべてにわたって真剣に考えて、いい加減に軽く扱わない決意が必要であるということ。 

❷他方で「人生は喜劇そのものである」と言われるように、恋によって人生をこわさないで、面白くおかしく対

応する技術や失恋した時への心の準備も必要であると考えること。 

➌恋がなかったら文学も音楽も科学もへったくれ？もないということで、「恋」に対する寛容な気持ちが必要だと

いう発想をしよう。そして「小説や歌や映画で自分の気持ちを楽しむ」ことも一つの方法だと考えよう。 

➍「恋」することによって決して他人を不幸せにしないという心構えをしておくこと。 

➎「蓼食う虫も好き好き」と言われるように人の好みは説明がつかないのだから、他者が自分を好きになってく

れないからと言って、その人を恨んだり、嫌がらせをすることは人として許されるものではないこと。 

❻人は「いつ」「どこで」「誰を」好きになるかの「予測」はつかないし、そのことの「説明」ができるはずもな

い。だから「恋」とは危険極まりない代物であり、だからこそ小説や映画や歌のもととなる。恋の争いに巻き

込まれたら「だから人生は面白い」と開き直ったうえで、恋を楽しみ、絶対に他者を傷つけることなく自分で

責任を取ること。・・・etc.（エトセトラ＝その他いろいろ）  

※書き始めたら終わりそうになくなった。続きは「館長の社会論サイト」か何かで書くことにしましょうか(笑)？ 

※高校生の時に「僕は恋愛小説家になる」と幾人かの女友達に宣言したことがあります。ヘッセなどのドイツロマ

ン派の小説の読みすぎで、今でも思い出しただけで恥ずかしくて冷や汗が出ます。 

ＮＯ. ２８   
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「人生には『伸びる時』というものがある。そのチャンスを失ったらあとは死 

ぬのを待つだけ」       〈舞台脚本家 倉本聡さんからのメッセージから〉 

 

日本を代表する脚本家に倉本聡さんという人がいます。舞台での演技を指導する人です。多くの舞台俳優を

育てられ、多数の有名な演劇をつくられた方です。演劇という仕事で多くの若者を育てられ、勉強とは違いま

すが、ある意味では素晴らしい教育者だと思います。その倉本さんがテレビの中で俳優になろうという人たち

に厳しい言葉を使って指導しておられました。 

 

「人生には伸びる時というものがある。そのチャンスを失ったら、あとは死ぬのを待つだけ」 
というとても厳しい言葉です。 

しかしこの言葉は「自分の教え子を伸ばしたい」「自分の教え子を一流の役者にしたい」という

強い思いやりがある言葉だと館長はとらえています。つまり塾の先生も同じことを考えているというこ
とです。みんな同じような能力と可能性を持っています。しかしいろいろな面で差がつくのは、チャンスと

もいうべき時に頑張ったか頑張らなかったかの違いがあるからなのです。さらに付け加えると、前向きに頑

張る人にはチャンスは何度もやってくると館長は考えています。その「チャンス」について確実に言えるこ

とは「中学生の今こそが人生で最大のチャンスだ」ということです。テレビでよく見かける予備校講師
の林修さんの「今でしょ」はこのことを言っておられるのです。親や先生の「頑張れ」という言葉を聞くの

はつらいことだと思います。「またか」とか「もうたくさんだ」としか感じない人が多いこともわかっていま

す。しかし怒らないで素直に「これは自分への愛情あふれる言葉である」と感謝して忍耐力をもって「今」

を乗り切ってください。 
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＜ 名優「杉良太郎」の良心 ＞ 
 
杉良太郎というテレビや映画や舞台で活躍する有名な俳優がおられます。美男子で、多くの女性だけでなく男性

も引き付けられるほどの魅力を持った大俳優であると思います。かれは色っぽい「流し目」使うことで有名です。

そのことが好きな人＝ファンもたくさんいますが、大方（おおかた＝多くの人）は変な奴、変態だと感じているこ

とだろうと思います。しかし「それだけでは彼のことをなにも理解していないことになります」というテレビの放

送がありましたので「特別版」としてこの「幸せになるための思考方法」を書いています。 

じつは彼は舞台やテレビなどで「流し目」を使いながら、巧妙に、自分に対峙している（たいじする＝向かい合

う）お客さんたち＝人間を、楽しくそして厳しく「観察している」のだそうです。自分の目の前にいる人が優しい

人なのか意地悪な人なのか、粘っこい性格か淡泊な性格か、傲慢か謙虚か・・・などと。その彼の根底には人間と

いう生き物を超えた、凡人には理解しにくい、高い次元からの彼なりの人間との接し方があるのだそうです。最近

のテレビで人気があり、男を手玉に取るようなしぐさや目つきをするのが売りの、壇蜜？（だんみつ）という女性

タレントがいますが、彼女も同じで、男たちを巧妙に観察しているのだと思います。余裕というか遊びというか、

少しばかり不真面目な意識もあるのですが、その心の奥底には「冷徹な知性」が見て取れます。だから彼女は「知

的レベルが高い番組」によく使われます。そのような杉さんや壇蜜さんは基本的には「人間」の姿やあり方に絶望

されているのだと思います。そして同時に「人間である自分自身の本質」にも。他方ではそれ故に、本当に「対峙

するお客である人間一般」や「彼本人＝自分自身」が芝居や演技に絶望しないように、彼なりに必死に、誠実に、「ス

ター＝大俳優として」の役割を果たそうと努力されているように見えます。ある種の「人たらし」なのでしょう、

豊臣秀吉のように。このような「人の眼ばかり見ている一見いやらしそうな人たち」が時々身近にいませんか(笑)。 

そういうわけで私は俳優杉良太郎をとても尊敬しています。この番組のディレクターは私たち一般国民に「彼の

すばらしさを伝えるためにこのテレビ番組をつくられた」のでしょう。以下は彼に関するこのテレビ番組を見て初

めて知ったことなのですが、ある意味であなたたちに「幸せになるための思考方法」を教えてくれると感じて、難

しいのはわかったうえで、あえてこの難解で長い文章を書きました。 

ＮＯ. ３０ 特別版  
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杉良太郎は① １００名の世界中の恵まれない子を養子として育て➁ 恵まれない人たちのために

数十億の寄付をし③ 東北の震災などの時には数万食の炊き出しのボランティアをしました。 
役者としての舞台や地方巡業などで彼が観客に尽くしている優しい心遣いは、このような彼の懸命なボランティ

ア活動と通じるものです。その意味では「彼こそは正真正銘の大役者」なのでしょう。 

テレビ番組では、「ボランティアという人間として当たり前のことをしているのに、多くの貧者や富者の双方の人

たちから、自分の素直な心が理解されないこと」悩んでいる表情が見て取れました。何てことはありません、「時代

が人間のあるべき普通の人間の姿を見失っている」からそのようなことが起こるのです。杉良太郎さんがしている

ことは何でもない普通の事なのです。少なくとも彼自身はそのように思っているのです。しかし多くの人たちは「彼

がお金持ちの有名人だからそうしているのである」としか考えてくれないことに、悲しみを覚えているのです。私

からは「杉良太郎ともあろう大人物が、そのような社会の凡人の小さな考えなど気にする必要はないし別に嘆くこ

ともあるまい」と伝えたいと思うのですがいかがでしょうか。 

世界の子供たちの貧富の格差に唖然、呆然（あぜん、ぼうぜん）として、涙を隠さない彼の優しい姿には敬意を

抱かざるを得ません。実は彼は若い頃の人生の絶頂期に、人間の在り方、人間の誇りについて深く考えたのだと思

います。同時に自分の周りにいる、自分に対して機嫌取りをする人間の浅はかな心に辟易(へきえき＝いやな気持に

なること)とされたに違いないと思います。過去に高級車であるロールスロイスとベンツとポルシェを持っている自

分が「腐った人間である」と感じて、それらを処分したということですが、その心意気は人として成長する姿を私

たちに教えてくれます。 

彼は人間が当然になすべきことをしているだけなのですが、「彼の行動や考えがぶっ飛んでおり、時代に合わない

行動をしている」と批判する人が多いそうです。しかしそうでしょうか？ 彼も私も同じで、普通の人間がなすべ

きことをごく普通にし、ごく普通の人間が考えるように考え、懸命に生きているのであると思います。ただその行

為は現代のギブ＆テイクの、お金まみれの、資本主義社会には不適切で不合理な行動にしか見えないのでしょう。 

彼の心の中にはギブ＆ギブという本来の優しくて愛情にあふれる人間の在り方が光り輝いているのに。 
 

※少し難解な文章になりました、申し訳ありません。杉良太郎という名優の優しさをどうしてもあなた達に伝え

たくてこんなことになってしまいました。 
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